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図 1 各種溶接継手（溶接部：黒塗箇所） 
(a)横突合せ溶接継手              (b)縦突合せ溶接継手 



















































































































図 3 未溶着部を有する各種溶接継手断面とルートき裂 
(a)横突合せ溶接継手            (b) 縦突合せ溶接継手 
(c) 十字溶接継手       (d)面外ガセット溶接継手 
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第 5 章「面外ガセットすみ肉溶接継手・ルート破壊の疲労強度評価」では，ルート破壊
した疲労試験データを収集し，主板公称応力，ホットスポット応力，参照点応力，有効切
欠き応力を用いて疲労試験データを整理している．そして，疲労試験データの整理結果と
パラメトリックな FE 解析結果に基づき，有効切欠き応力と応力勾配を用いた疲労強度評価
法を示している． 
第 6章「結論」では，本研究で行われた成果をまとめて示している． 
 
２．審査結果の要旨 
論文内容の要旨で述べたように，鋼橋で用いられる代表的な継手（横突合せ溶接継手，
縦突合せ溶接継手，荷重非伝達十字すみ肉溶接継手，面外ガセット溶接継手）を対象とし
て，外部からは検出することが困難な溶接ルートから発生する疲労き裂に注目し，従来不
明とされていたそれらの疲労強度に対する影響因子を明らかにした上で，疲労強度を推定
するための経験式を提案している．また，それらの経験式の精度が高いことを実験結果と
比較することにより確かめている．  
 以上のように，ここでの成果は今後の溶接橋梁の疲労設計に大きく寄与するものであり，
高い工学的価値を有するものと判断される．よって，本審査小委員会は全会一致をもって
提出論文が博士（工学）の学位に値するという結論に達した． 
